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小児アレルギー患者におけるサプリメント使用状況について 

Prevalence of Dietary Supplement Use in Allergic Children and Adolescents in Japan 
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Dietary supplement use in allergic children was investigated. A total of 255 children aged between 0 and 18 

years were enrolled. The study was based on our own questionnaire at five hospitals in Kinki area. The 

outcome measure was prevalence of supplement use in allergic children. Overall, 13% of children used or had 

used dietary supplements. The types of supplement most commonly used were vitamins (33.3%), followed by 

minerals (14.3%) and lactobacillus (9.5%). By multiple logistic analyses, supplements use was associated with 

older age and positive family history of supplement use. However, no associations were found with sex, target 

disease or family history of allergy.  

 

【目的】 

成人領域でのサプリメント使用の増加に伴い, 小児におけるサプリメント使用も増加傾向にあると考えられる。

我々は、昨年の研究で健康小児におけるサプリメント使用状況を明らかにした。小児慢性疾患の予防や治療

においてもサプリメントの有効性が示唆されているものの, 使用の実態に関しては調査がなされていないという

背景から, 今年度は, 小児アレルギー患者のサプリメント使用状況を調査し, サプリメント使用と種々の背景因

子との関連を考察した。 

 

【方法】 

近畿圏の計 5 つの総合病院に通院中の小児アレルギー患者 255 名を対象にその保護者への記入式アン

ケート調査によって行った。アンケートでは, 学年や性別などの基礎データを始めとし, 罹患アレルギー疾患, 

サプリメント使用状況について質問した。記入に不備があった場合を無効回答として除外し, 229 名を有効回

答として集計した。統計解析には「StatMateⅢ」および「エクセル統計」を用いた。 

 

【結果】 

 年齢構成は 1 歳にピークがあり, 対象平均年齢は 6 歳であった。対象疾患は「食物アレルギー」が 35％と最

も多く見られた。現在と過去のサプリメント使用者を合わせて, 全体のサプリメント使用群とした。サプリメント使

用率は 13%であり, サプリメントの種類はビタミンが使用群全体の 33.3%と最も高く, 次いでミネラルが 14.3%, そ

して 3 番目にはアレルギー患者に特徴的とも言える乳酸菌（9.5%）が多く見られた。多重ロジスティック解析の結

果, 使用と関連が見られた背景因子は, 年齢の上昇（p<0.05）, および家族の使用歴（p<0.001）であった。 

 

【結論】 

13%の小児アレルギー患者においてサプリメント使用が見られた。これは昨年の研究での健康小児(21%)と比

較すると少ない傾向を示したが, 対象が低年齢層に偏っていることが原因であったと考えられる。サプリメント使

用に影響を与える要因は, 健康小児と同様に加齢と家族のサプリメント使用歴であった。 


